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研究成果の概要（和文）：典型的喘息と咳喘息という表現型を規定する因子の追求を目的とした。両疾患が全国のアレ
ルギー専門施設で慢性咳嗽患者の70%以上を占めること(J Asthma 2013)、典型的喘息で咳喘息に比しアレルギー性鼻炎
の合併頻度が有意に高いが、気道炎症や重症度への鼻炎の寄与は同様であること(Respiration 2014)、咳喘息における
抗ロイコトリエン薬の有用性(Respiration 2012)と咳を生じるトリガーの特徴(Allergol Int 2012)、喘息性咳嗽にお
ける好酸球性炎症の重要性(Lung 2014)と消化管運動不全の寄与(Allergol Int 2016)について成果を挙げた。

研究成果の概要（英文）：We aimed to pursue the phenotypic determinants of classis asthma and cough 
variant asthma. We have reported 1) that the two conditions comprises more that 70% of chronic cough 
patients in specialist allergy clinics of Japan (J Asthma 2013), 2) that nasal allergy is more prevalent 
in classis asthma than in cough variant asthma but contributes similarly to pathophysiology of both 
conditions (Respiration 2014), 3) the utility of cysteinyl leukotriene antagonist (Respiration 2012) and 
characteristic triggers of cough (Allergol Int 2012) in cough variant asthma patients, and 4) important 
contribution of eosinophilic inflammation (Lung 2014) and gastroesophageal dysmotility (Allergol Int 
2016) in asthmatic cough.

研究分野： 呼吸器内科
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１． 研究開始当初の背景 

咳は患者が医療機関を訪れる受診理由としても

最も頻度が高い症状であり、特に近年持続する

咳を訴えて来院する患者の増加が指摘されてい

る。咳喘息は８週間以上持続慢性咳嗽の原因の

半数前後を占める最多の疾患であり、日常の外

来診療でも頻繁に遭遇する common disease で

ある。また適切に治療しないと約 30%の患者で経

過中に喘鳴が出現して典型的喘息に移行する

一方で、移行しない例でも咳のみが症状とはい

え難治例も少なくなく、典型的喘息よりもむしろ

治療に難渋する症例もしばしば経験される。この

ような現実を踏まえると、咳喘息の病因・病態の

究明は呼吸器・アレルギー領域における重要な

研究課題の 1 つである。 

 

２． 研究の目的 

本研究では、典型的喘息と咳喘息という、喘息

の 2 つの表現型を規定する因子を後ろ向き研究

と前向き研究を組み合わせて包括的に追求する

ことを目的とした。 

 

３． 研究の方法 

京都大学医学部呼吸器内科および名古屋市

立大学大学呼吸器・アレルギー内科の外来を

通院中の患者および新たに受診した患者を

対象に、病歴、合併症を含む臨床像、各種生理

学的検査、喀痰・血清の細胞・炎症マーカー、

遺伝子多型、臨床経過などを検討した。 

 

４． 研究成果 

1) 全国のアレルギー専門7施設における多

施設共同研究で、慢性咳嗽患者の70%以上

を咳優位喘息および咳喘息が占めること

を明らかにした。 

2) 咳喘息におけるアレルギー性鼻炎の合併

頻度が50%弱であることを初めて明らか

にした。典型的喘息、咳喘息のいずれに

おいてもアレルギー性鼻炎の合併が気道

炎症や重症度に寄与することも合わせて

示した。 

鼻炎の有無と咳喘息の病勢： 

 
3) ロイコトリエン受容体拮抗薬モンテルカ

ストが咳喘息において好酸球性炎症の抑

制を介して咳症状および咳受容体感受性

を改善させることを示した。 

喀痰好酸球数�
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咳喘息のモンテルカスト単剤治療効果 
デザイン：非対照前向き観察研究 (10 mg/日x4週)�
対象：����� 非喫煙未治療患者23例 (男性 9, 女性 14； 46±16 歳）  

 
 

4) 喘息性咳嗽の発症機序において、好酸球

性炎症が重要な関与をしていることを再

確認した。 

5) 咳特異的QOL問診票（LCQ日本語版）を用

いた研究で、咳喘息患者の咳特異的QOLに

消化管運動不全が寄与することを明らか

にした。 
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